
【様式 02】高大連携公開講座シラバス

＊科目 No． 19201

1．開設大学
広島女学院大学 (Hiroshima 

Jogakuin University)
開催方法
（キャンパス・施設）

■対面（本学）

□オンライン（同時・録画）

2．科 目 名

Learning International Culture through Active Learning: Considering the 

Differences Between Japan and the World 

(アクティブ・ラーニングで学ぶ国際文化：日本と世界の違いを考える)

学問分野 番  号 11 名  称 文化・文学

3．担当教員
Agota Duro （ドゥロー アーゴタ）人文学部 国際英語学科・准教授

柚木 靖史（ユノキ ヤスシ）人文学部 日本文化学科・教授

4．開講期間（曜日） 令和  8 年  7 月  26 日（日）

開講時間
１ 13 時 00 分 ～   14 時 30 分  （  90 分× 1 回）

２ 14 時 40 分 ～   16 時 10 分  （  90 分× 1 回）

             

個別開講日 1 回目 / 7/25 2 回目  / 3 回目 /  4 回目 /  5 回目  /  6 回目  /  

5．募集定員 20 人  （受入学年： 高校 1〜3 年生）

6．科目内容・

  授業計画

1. (Agota Duro’s class): This interactive mock class invites students to 
explore the cultural differences between Japan and the world through engaging 
quizzes and hands-on activities. Rather than a traditional lecture, students 
will actively think about cultural stereotypes and different daily manners 
while experiencing the fun of communicating in English. The class is designed 
to be welcoming, relaxing, and accessible for high school students of all 
English proficiency levels.
（この授業では、クイズや体験型のアクティビティを通して、日本と世界の文化の違
いについてアクティブに学びます。教員の話を聞くだけの講義ではなく、文化的なス
テレオタイプや日常のマナーの違いについて学生の皆さんが自分で考えながら、英語
でコミュニケーションをとる楽しさを体験できる授業です。安心して、リラックスし
ながら学べる授業ですので、英語のレベルに関係なく参加できます。）

２ (担当者：柚木 靖史) 14 時 40 分～16 時 10 分
私たちの生活に関わる大事な行為として、服やアクセサリーなどを身にまとったり身
につけるという動作があります。日本ではマスクは「つける」で、ズボンは「履く」
ですが、英語ではマスクもズボンも「put on」で可能です。このことは、日本と世界
の文化の違いを表す一例と言えるでしょう。この授業では、「着る」「履く」「つける」
「かぶる」などの着衣動作を表す語と物（服やズボン、マスク、帽子、ベルトなど）
との関係を考えます。まずは、物と着衣語彙の関係図を作るワークや発表を通して、
日本語の着衣に関する視点・捉え方の特徴について考えます。さらに、英語などの他
言語と比較して、着衣に関する文化（物と動作の関係）の違いを考えます。

7．受 講 料 無料 (Free)

8．別途負担費用
（テキスト代・実習料等）

なし

9．開講条件 ※1

あり

① 最少開講人数（2 人）定員超過の不許可は選考により決定

② 不許可・不開講通知日：6 月末まで

その他特記事項

受講者についての制限事項、オンライン（同時・録画）の使用ソフト、受講時の注意など

なし

開設大学への交通手段 https://www.hju.ac.jp/ 開設大学のホームページにジャンプして確認してください。

※申込時点で原則、受講できます。ただし、開講条件で不許可・不開講があった場合は受講申込者へ通知します。


